
■板橋法人会ホームページ https://www.itabashi-houjinkai.or.jp/
■E-mail info@itabashi-houjinkai.or.jp
※この紙は再生紙を使用しています。

板橋法人会
ホームページ

板 橋 法 人 会
フェイスブック

第７支部 支部長

藤原 修次さん

いたばしいたばし法
人

2026

451
NEW YEAR

第

藤原 修
今月の
板橋太郎

CONTENTS

17 青年部会通信

18 税務署だより

19 都税事務所通信

CONTENTS

２ 新年のご挨拶

４ 今月の板橋太郎

６ 各種表彰

10 絵はがきコンクール受賞作品

11 支部・部会報告



　令和８年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を
申し上げます。
　公益社団法人板橋法人会の皆様には、新春を健や
かにお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
　旧年中は、森田会長をはじめ役員の皆様並びに会
員の皆様方には、税務行政に対しまして深いご理解
と多大なるご協力を賜りましたことを厚く御礼申し
上げます。
　貴会におかれましては、令和７年も一万句を超え
る応募がありました「税をテーマとした川柳コンクー
ル」、板橋区民まつりでの「税金クイズ」や「税のス
タンプラリー」、各種研修会の開催等、様々な会活動
を通じて、正しい税知識の普及に大きく寄与されて
おります。
　また、青年部会の皆様方は、子どもたちに税の仕
組みや大切さを教えるため、板橋区の小学校で「税
の教室」を開催されるなど、租税教育活動に力を入
れて取り組んでおられ、令和７年11月に開催された法
人会全国青年の集い 山梨大会において、見事に優秀
賞を受賞されました。
　これらの活動に対しまして、改めて敬意を表しま
すとともに、心から感謝を申し上げます。
　本年も、私どもといたしましては、これまで築い
てまいりました貴会との相互信頼・協調関係をより
一層推進させてまいる所存です。
　さて、年も改まり、間もなく令和７年分の確定申
告期を迎えます。確定申告書の作成に当たっては、
会社が源泉徴収票をオンライン提出されますと、マ
イナポータルの連携により、確定申告書の該当項目
へ給与情報等が自動で入力できます。会員の皆様の
確定申告にあたっては、ご自宅からスマホやパソコ
ンでの e-Tax による申告、振替納税等のキャッシュ
レス納付をご利用いただきますようお願い申し上げ
ます。

　また、各税目の e-Tax の利用をはじめ、法人税の
ALL e-Taxによる申告、源泉所得税のキャッシュレ
ス納付、年末調整手続の電子化、その他会計・税務
のデジタル化を含めた様々な側面からの業務のデジ
タル化促進を働きかけていただきますよう、重ねて
お願い申し上げます。
　我々は、国税庁の使命を果たすべく、納税者サー
ビスの充実と行政効率化と適正・公平な課税・徴収
を推進してまいりますが、税務行政の円滑な運営に
は、貴会のご理解とご支援が不可欠です。何卒引き
続きのお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　結びに当たり、貴会のますますのご発展と、会員
の皆様並びにご家族様のご健勝、ご事業のご繁栄を
祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただき
ます。

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。 
　会員の皆様におかれましては、健やかに新春をお
迎えのことと心よりお慶び申し上げます。 平素は、板
橋法人会の活動に多大なるご支援とご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。 
　本年も法人会の基本指針である「企業経営および
社会の健全な発展」「納税意識の向上」に基づき、会
員企業の発展と法人会組織の充実強化を図り、公益
法人としての使命を達成するため、関係機関との連
携を密にし「よき経営者をめざすものの団体」として、
各種事業の推進に取り組んでまいります。
　昨年は租税教育・会員拡大・親睦・広報活動など
を積極的に行ないました。特に税に関する啓発・教
育活動において、次世代への租税教育や納税意識の
向上を目的とし次のような取り組みがありました。
　税に関する絵はがきコンクールは女性部会が担当
し、主に小学生を対象とした公募展で、高評価な作
品を頂きました。税をテーマとした川柳コンクール
では、一般公募により全国から11,000 以上の句を頂戴
し、税への関心を高める活動となりました。 
　租税教育活動は青年部会が積極的に活動し、小学
生などを対象とした税の仕組みを、落語にて伝える
試みをしました。この活動の評価が東京の代表とし
て、全国青年の集いにおいて、優秀賞の栄誉に輝き
ました。

　地域住民との交流や社会貢献を目的とした活動で
は、板橋区民まつり・板橋農業まつりなど板橋区最
大のイベントにブース出展し、スタンプラリー税金
クイズ等を行いました。
会員企業のご家族や社員の皆様には、ものまね祭で

のパフォーマンスを楽しんでいただき、支部対抗ボウ
リング大会に積極的に参加していただきました。皆様
のおかげで無事に事業を推進することができました。 
　さて、本年は、国際情勢の不安や日本の新たな経
済戦略を踏まえ、生成AIの開発・デジタル化との共創・
スキルの習得が重要となります。身近なところでは、
マイナカードを利用してのマイナポータル連携・
キャッシュレス納税を推進してまいります。
　会員相互のスマホでアプリ等を新たな開発研究を
行い、ホームページにおいては、業者に新たに作成
を依頼し、リニューアルしてまいりますのでご期待
ください。
　支部部会の皆様と積極的に会員増強に邁進し、ま
た毎年予算の30％を占める受託会社からの事務手数
料の充実を図るため、新規に入会された会員の方へ、
大同生命・AIG・アフラック各社と一緒になっての加
入を推進してまいります。
　地域社会に貢献する組織であり続けるため、事業
を見直す変革と、新しい事業を創造するイノベーショ
ンを常に考え、納税意識の高揚や会員企業の皆様の
支援など、より一層、地域に密着した活動を展開し
てまいります。 
　結びに、本年が皆様にとりまして輝かしい一年と
なりますよう祈念申し上げますとともに、会員の皆
様方のご健勝とご多幸、そして企業の益々の発展を
心から祈念申し上げまして、年頭のご挨拶とさせて
いただきます。 
　本年も変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。

新年のご挨拶 新年のご挨拶
けんもつ　くみこ

板橋税務署長　 物 久美子
もりた　みのる

板橋法人会会長　森田　稔
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第７支部　支部長

藤原 修次さん
ふ   じ      わ   ら　　　 しゅう　　  じ

　今月の板橋太郎は、保険代理店を営む有
限会社プラウの藤原修次さん。
支部の副会長を経て、令和７年度より第７
支部支部長に就任しています。支部長とし
て感じている使命や仕事への姿勢、プライ
ベートの過ごし方など、藤原さんの人とな
りに触れてみました。

法　人　会

出会えて良かったと思える法人会
■経営者同士の心の触れ合い

　「地元の経営者の存在を知りたい」と思ったことがきっか
けで、８年ほど前から積極的に活動するようになりました。
よく“経営者は孤独”といわれますが、共通の意見や価値観
を持つ経営者と知り合うことができるのが大きなメリットで
す。懇親会では心の触れ合いができ、個人的な関係を築ける
仲間もできました。

■過去と未来を学ぶ支部研修

茨城へのバス研修では、筑波海軍航空隊記念館や JAXA
を訪れました。今、世界では戦争が起きているなか、記念館
では戦争の恐ろしさを改めて感じられたと思います。戦争の
過去と宇宙への未来を学ぶ有意義な研修でした。2 月には
ミュージカル上演を予定しており、個人的にもたいへん楽し
みにしています。

■エネルギーをもらえる場に！

　1,000万人以上いる都民のなかで、同じ経営者のみなさん
と出会えるだけでも貴重なことです。お互いに「出会えて良
かった」と思える関係になっていただきたい。そして、情報
交換をしながら、みなさんが学び成長できる場にしたい̶̶。
経営者がエネルギーをもらえる場にしていくことが支部長と
しての使命です。

事　　業

保険の枠を越えた“よろず相談”屋
■法律の知識を活かせる仕事

　小・中学校警備のアルバイトや塾の経営など様々な仕事を
経験しましたが、法律を勉強していたことから、その経験を
活かせる仕事に就くべくAIU（現AIG損保）に入社しました。
10人中一人しか独立できないといわれる厳しい世界ですが、
私を評価してくださるお客様のおかげでここまでやって来ら
れました。

■次世代へ恩返しをしたい

お客様のおかげで今の自分がありますので、２代目・３
代目を担う若手経営者に恩返しをしていきたい思いがあり
ます。事業は継承できても存続させて生き残っていくこと
は難しいので、企業発展の手助けをしていきたいのです。
ここ６年くらいは読書に時間を費やし、私自身も日々学び
続けています。

■親切と奉仕を心がける

　大切にしているのは、期待を裏切らないこと。保険業界で
は珍しく、お客様とはビジネスライクな関係ではなく、“よ
ろず相談”ができる存在として深い関係を築いています。そ
のためには「親切と奉仕」を心がけ、真剣に対応することが
重要です。お客様は建設業や製造業など異なる業界にいる
方々なので、日々新しい発見や成長につながっています。

■幼い頃の夢は？
　画家。
■学生時代に熱中したことは？
　陸上競技と軟式テニス。
■健康の秘訣は？
1 万歩のウォーキング。

■好きなお酒は？
発泡酒と日本酒。

■影響を受けた人（本）は？
松下幸之助、ピーター・ドラッガー、石田梅岩。

■板橋区でお気に入りのスポットは？
　城北中央公園。
■人生におけるユニークな経験は？
英国のウィンブルドンに住んでいました。

■大切にしている言葉は？
親切と奉仕。

板橋太郎に 一 問 一 答

  プライベート

知識と思考を深める休日
■知識を広げる読書

　休みは日曜のみで、読書の時間にあてています。経営哲学
や自然の成り立ちまで、知識として活用できる内容ならジャ
ンルは問いません。自分の知識を広げる時間なので、家族は
退屈しているでしょうね（笑）。

■植物や動物から人生を学ぶ

　温泉で癒されたり、自然に触れたりすることも好きです。
植物や動物などの在り方から学べることもたくさんあるんで
すよ。例えば、雑草は踏まれてもまた生えてくるたくましさ
がありますよね？　人間には真似できることじゃないなと、
勉強になります。

【編集後記】
　写真撮影の際に、スッと背筋が伸びていた藤原さん。ハ
ツラツとした表情からも、毎日行っているというウォーキ
ングの成果が感じられ、心も体も健康的な印象を受けまし
た。

今月の
板橋太郎

NEW YEAR
2026

信条は「親切と奉仕」の心！
経営者同士の貴重な出会いを大切に、
エネルギーをもらえる場にしたい

  プロフィール

● 有限会社プラウ（豊島区東池袋 1-3-63 -910）
　 代表取締役／保険代理店（損保・生保）
● 平成31年度 第 7支部 副支部長に就任
　 令和 7 年度 第 7支部 支部長に就任
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第７支部　支部長
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理事（第３支部長）

伊澤 英一 
㈱ イザワ

理事（第 12 支部長）

江口 秀明
城北酸素 ㈱

常任理事（第15支部長）

榎本 新吾
㈲東日エンタープライズ

常任理事（女性部会長）

齊藤みつむ
㈱ 三六工芸印刷社

第11支部 顧問

鈴木 浩実
㈱ 電源社

第４支部 副支部長

土澤 明子
㈲ 土沢デンコー

監事

松坂 美帆
セントラルフーズさんいち ㈱ 

令和７年度 受彰者

令和７年度　他団体推薦による受彰者

令和７年度において、板橋法人会会員からは次の皆様が受彰されました。誠におめでとうございます。

　令和７年11月６日（木）浜離宮
朝日ホールにおいて、東京国税
局長表彰状贈呈式が開催され、
姫野祐子副会長が表彰状を受け
取り、板橋税務署納税表彰式に
おいて披露されました。心から
お祝い申し上げます。

第２支部 相談役

松島　吾
㈲ マツシマ

板橋間税会副会長

高田 由美
 ㈱ むさし商事

板橋納税貯蓄組合連合会常任理事

相賀 純子
 ㈱ ワカホ ソーレスト板橋

東京小売酒販組合志村支部第10支部班長

戸井田 桂一
㈲ 戸井田酒店

副会長

姫野 祐子
㈱ あっぷる

板橋税務署長表彰

板橋税務署長感謝状

東京国税局長表彰

▲ 東京国税局長表彰

▲ 板橋税務署長感謝状

▲ 板橋税務署長表彰

　令和７年12月４日（木）東京都板橋
都税事務所において、税務功労者所
長感謝状贈呈式が開催され、感謝状
の授与が行われました。心からお祝
い申し上げます。

地域総合功労

板橋都税事務所長感謝状表彰

副会長

須藤 康司
㈲ タイセイ

他団体推薦により、会員の皆様が各賞を受彰されました。誠におめでとうございます。

瑞宝双光章

板橋税務署長表彰

板橋税務署長感謝状表彰

国税庁長官表彰

（福）三祉会平和保育園園長
富士見町自治会会長　

田中 正己
社会福祉法人 三祉会

東京税理士会板橋支部経理部部長

青木　学
青木 学 税理士事務所

板橋税務署納税表彰
　令和７年度板橋税務署納税表彰式が、令和７年11月
25 日（火）板橋区立文化会館２階小ホールにおいて、
税務関係団体の方々のご出席を得て厳粛に挙行され、
　物久美子板橋税務署長より表彰状及び感謝状が贈呈
されました。板橋法人会からの受彰者は次のとおりで
す。心からお祝い申し上げます。
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総務委員会税制改正提言
　令和７年 11 月10 日（月）９時 30 分から板橋区長坂本
健氏に対し、また、同日10時から区議会議長の田中しゅ
んすけ氏に対し、それぞれ 30分程、森田会長、武居副会長、
奥積副会長の３名で訪問し、法人会として税制改正の提言
を行いました。こちらは毎年実施しているもので、法人会
として、国政、地方自治体に対して翌年度の税制について
改善提言を行っているものです。
　区長も、区議会議長もお忙しい中時間をとっていただき、
熱心に提言の内容を確認いただきました。
　区内選出衆議院議員に対しては、11 区選出阿久津幸彦
議員、12 区選出高木啓議員の事務所に対し、事前に連絡
の上、資料を送付して検討を依頼しました。
　なお、板橋区選出参議院議員に対しては、従来より東京
法人会連合会事務局から直接議員事務所に対し連絡の上資
料送付しております。

　板橋区主催による「第 29回いたばし産業見本市」が、
令和７年11月13 日（木）・14 日（金）の２日間は「製造
と加工技術展」、11月15日（土）は「パブリックデー」と
して植村記念加賀スポーツセンターにて開催されました。
　今回は90社・団体が出展し、そのうち31社が板橋法人
会の会員企業でした。
　板橋法人会は後援団体として本事業に参画し、区内企業
により開発された優れた新製品・新技術を表彰する「令和
7 年度板橋製品技術大賞表彰式」において、「優秀賞（板
橋法人会）」を設けています。表彰式では森田会長より授
与が行われ、会員企業である有限会社八槻木工所が受賞さ
れました。
また、３日目のパブリックデーには青年部会の協力のも

と、小学生を対象としたワークショップを実施し、ものづ
くりの魅力や地元産業への理解を深める機会となりました。

　今回で 13 回目の開催となった「税をテーマとした川柳コンクール」。税金に関
する理解や関心を深めていただくことを目的として、11月 11日から17日までの
「税を考える週間」に協賛する事業として実施しました。
　令和７年６月１日から９月30 日まで募集をし、全国 47 都道府県から、前回を
1,000作品ほど上回る11,631作品のご応募をいただきました。また、板橋区立小・
中学校においても、積極的にご参加をいただきました。
　入選作品は板橋法人会ホームページをご覧ください。
　当コンクールを通して、多くの方に税への関心、その意義と役割について理解を
深めていただくとともに、税金を取り巻く社会への関心を持っていただけたら幸い
です。

　栃木県の東武藤が丘カントリー倶楽部において役員懇親
ゴルフ大会が開催されました。今回は運営を青年部会に委
託し、役員間の交流と親睦を深めることを目的に開催され
ました。
　参加者は 65 名で、競技は新ペリア方式（ハンディ上限
なし）で行われました。一日穏やかな天候にも恵まれ、ま
だ紅葉が残る中、ゴルフを通じて親睦を深める良い機会と
なりました。大会後には表彰式およびパーティも行われ、
和やかな雰囲気の中、大変有意義な一日となりました。

　板橋法人会と板橋税務署共催による年末調整講習会が２
回開催されました。会場は、板橋法人会館の３階会議室。
年末調整にあたり注意する事項について、DVDを上映後、
板橋税務署の高橋源泉審理担当上席からテキストを中心に
具体的な案件を盛り込んでの説明がありました。
　また、所得税の基礎控除等の見直しがあり、講習会への
関心は高かったと思われ、昨年よりも参加者が増加しまし
た。

令和７年 11 月 10 日（月）事業研修・税制委員会

事業研修・税制委員会 年末調整講習会 令和７年 11 月７日（金）・10 日（月）

いたばし産業見本市 令和７年 11 月 13 日（木）～15 日（土）社会貢献委員会

税務署長講演会 令和７年 12 月９日（火）

役員親睦ゴルフ大会 令和７年 12 月５日（金）厚生委員会

第13回 税をテーマにした川柳コンクール事業研修・税制委員会

上位入賞者

優勝　大谷 雄二さん（第 11支部）　
2位　長濱 克己さん（第 7支部）　　　
3位　須田 洋一さん（第 14支部）

　令和７年12月９日（火）14 時からグリーンホール 601
会議室で板橋税務署監物久美子署長による署長講演会を実
施しました。主催は税務関係六団体で、六団体代表として
萩原間税会会長が挨拶及び、　物署長のプロフィールを説
明しました。
　演題は「税務職場のあれこれ」で、　物署長の経験され
た仕事や経験した事にまつわる部分で、税務の職場で学ん
だ事と職場がどう変わっていったか、これからこう変わっ
ていくというお話をしていただきました。
　国税庁の組織、内部事務のセンター化、ｅ‒tax利用率の
推移、キャッシュレス納付、税務行政のデジタルトランス
フォーメーション、事業者のデジタル化などについて説明
がありました。
　会場には税務関係六団体から多くの参加者に集まってい
ただき、皆さん最後まで署長の講演に熱心に聞き入ってい
ました。

■板橋法人会会長賞
　＜一般部門＞
　　お年玉　税より早く子に消える　　hiro
　＜ジュニア部門＞
　　優しさで作る正しい税の道　　　　いつ



 ITABASHI HOUJINKAI    9     ITABASHI HOUJINKAI    9    

総務委員会税制改正提言
　令和７年 11 月10 日（月）９時 30 分から板橋区長坂本
健氏に対し、また、同日10時から区議会議長の田中しゅ
んすけ氏に対し、それぞれ 30分程、森田会長、武居副会長、
奥積副会長の３名で訪問し、法人会として税制改正の提言
を行いました。こちらは毎年実施しているもので、法人会
として、国政、地方自治体に対して翌年度の税制について
改善提言を行っているものです。
　区長も、区議会議長もお忙しい中時間をとっていただき、
熱心に提言の内容を確認いただきました。
　区内選出衆議院議員に対しては、11 区選出阿久津幸彦
議員、12 区選出高木啓議員の事務所に対し、事前に連絡
の上、資料を送付して検討を依頼しました。
　なお、板橋区選出参議院議員に対しては、従来より東京
法人会連合会事務局から直接議員事務所に対し連絡の上資
料送付しております。

　板橋区主催による「第 29回いたばし産業見本市」が、
令和７年11月13 日（木）・14 日（金）の２日間は「製造
と加工技術展」、11月15日（土）は「パブリックデー」と
して植村記念加賀スポーツセンターにて開催されました。
　今回は90社・団体が出展し、そのうち31社が板橋法人
会の会員企業でした。
　板橋法人会は後援団体として本事業に参画し、区内企業
により開発された優れた新製品・新技術を表彰する「令和
7 年度板橋製品技術大賞表彰式」において、「優秀賞（板
橋法人会）」を設けています。表彰式では森田会長より授
与が行われ、会員企業である有限会社八槻木工所が受賞さ
れました。
また、３日目のパブリックデーには青年部会の協力のも

と、小学生を対象としたワークショップを実施し、ものづ
くりの魅力や地元産業への理解を深める機会となりました。

　今回で 13 回目の開催となった「税をテーマとした川柳コンクール」。税金に関
する理解や関心を深めていただくことを目的として、11月 11日から17日までの
「税を考える週間」に協賛する事業として実施しました。
　令和７年６月１日から９月30 日まで募集をし、全国 47 都道府県から、前回を
1,000作品ほど上回る11,631作品のご応募をいただきました。また、板橋区立小・
中学校においても、積極的にご参加をいただきました。
　入選作品は板橋法人会ホームページをご覧ください。
　当コンクールを通して、多くの方に税への関心、その意義と役割について理解を
深めていただくとともに、税金を取り巻く社会への関心を持っていただけたら幸い
です。

　栃木県の東武藤が丘カントリー倶楽部において役員懇親
ゴルフ大会が開催されました。今回は運営を青年部会に委
託し、役員間の交流と親睦を深めることを目的に開催され
ました。
　参加者は 65 名で、競技は新ペリア方式（ハンディ上限
なし）で行われました。一日穏やかな天候にも恵まれ、ま
だ紅葉が残る中、ゴルフを通じて親睦を深める良い機会と
なりました。大会後には表彰式およびパーティも行われ、
和やかな雰囲気の中、大変有意義な一日となりました。

　板橋法人会と板橋税務署共催による年末調整講習会が２
回開催されました。会場は、板橋法人会館の３階会議室。
年末調整にあたり注意する事項について、DVDを上映後、
板橋税務署の高橋源泉審理担当上席からテキストを中心に
具体的な案件を盛り込んでの説明がありました。
　また、所得税の基礎控除等の見直しがあり、講習会への
関心は高かったと思われ、昨年よりも参加者が増加しまし
た。

令和７年 11 月 10 日（月）事業研修・税制委員会

事業研修・税制委員会 年末調整講習会 令和７年 11 月７日（金）・10 日（月）

いたばし産業見本市 令和７年 11 月 13 日（木）～15 日（土）社会貢献委員会

税務署長講演会 令和７年 12 月９日（火）

役員親睦ゴルフ大会 令和７年 12 月５日（金）厚生委員会

第13回 税をテーマにした川柳コンクール事業研修・税制委員会

上位入賞者

優勝　大谷 雄二さん（第 11支部）　
2位　長濱 克己さん（第 7支部）　　　
3位　須田 洋一さん（第 14支部）

　令和７年12月９日（火）14 時からグリーンホール 601
会議室で板橋税務署監物久美子署長による署長講演会を実
施しました。主催は税務関係六団体で、六団体代表として
萩原間税会会長が挨拶及び、　物署長のプロフィールを説
明しました。
　演題は「税務職場のあれこれ」で、　物署長の経験され
た仕事や経験した事にまつわる部分で、税務の職場で学ん
だ事と職場がどう変わっていったか、これからこう変わっ
ていくというお話をしていただきました。
　国税庁の組織、内部事務のセンター化、ｅ‒tax利用率の
推移、キャッシュレス納付、税務行政のデジタルトランス
フォーメーション、事業者のデジタル化などについて説明
がありました。
　会場には税務関係六団体から多くの参加者に集まってい
ただき、皆さん最後まで署長の講演に熱心に聞き入ってい
ました。

■板橋法人会会長賞
　＜一般部門＞
　　お年玉　税より早く子に消える　　hiro
　＜ジュニア部門＞
　　優しさで作る正しい税の道　　　　いつ



支部・部会報告（令和７年 10 月）

第13支部

源泉部会

第16支部

　劇団シアタージャパンによる第 16 回新河岸ミュージ
カルが新河岸小学校の体育館で開催されました。
　演目はアンデルセン童話『ナイチンゲール』。真心の
こもった歌声の尊さを描いた心温まる物語に、観客の
皆さんは深い感動を覚え、優しい気持ちに包まれてい
ました。観客の皆さんにとって心に残る素晴らしい日
となったと思います。

　支部研修として「国会議事堂見学」と「東京湾クルーズ・
シンフォニー号にて洋食フルコースディナー」を実施しまし
た。743 ㎡の本会議場や、天皇陛下が見学に来られた際にお
休みする御休所等、歴史ある場所を見学。その後、日の出桟
橋から出航し、レインボーブリッジやお台場、東京ゲートブ
リッジ、羽田空港など、東京湾の見どころをぐるりと一周す
る２時間 30分のクルージングへ、目の前を流れるダイナミッ
クな夜景と、頬をなでる潮風。贅沢なディナーが非日常感を
さらに盛り上げ参加者も楽しんでおりました。帰路車内では
じゃんけん大会と盛り上り、参加者同士の親睦を深めること
ができました。

船上から煌めく夜景に乾杯

新河岸ミュージカル
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第１支部トロッコ電車の旅

年末調整の仕方について

　今回の支部研修は碓氷峠にて、かつて大活躍をしていた列
車が並ぶ展示場を見学し、トロッコ電車に乗って、紅葉が少
し見え隠れしてきた頃の景色を楽しみながら、支部会員との
懇親を図りました。交通線ではなく観光の為の運営になって
いますが、途中、廃駅となった駅に立ち寄り、レンガ造りの
歴史ある建物も見ることができました。昼食は峠の釜めしで
有名な荻野屋で名の通り釜めしをいただき、バス車内では「ア
サヒビールの企業再生への道」というテーマでビデオ研修を
行い、歴史と未来への展望を感じさせるバス研修となりまし
た。

　板橋税務署 高橋源泉審理担当上席を講師に「年末調整の仕
方・法定調書の書き方、他」をテーマに講習会が開催されま
した。所得税の基礎控除見直し等があるため、関心の高さが
伺え、35名の方に参加いただきました。
　また、講義終了後には、源泉部会初となる意見交換会を開
催しました。他社の実務担当者と直接話をする機会は少なく、
非常に貴重な機会になったと思います。実際の業務で感じて
いる課題や工夫を共有することで、多くの気づきや学びを得
ることができ、今後の業務に生かしていきたいとの意見もい
ただきました。
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10
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22
日
水

蓮根小学校６年生

小田 結南さん
中根橋小学校６年生

江藤 稟華さん
北前野小学校６年生

上利 真秀さん

上板橋第四小学校６年生

滋野　壇さん
中根橋小学校６年生

伊豆本 つきさん
中根橋小学校６年生

高橋　遥さん

中根橋小学校６年生 

中村 凜愛さん
中根橋小学校６年生

深田 万葉さん
中根橋小学校６年生

猪股 陽月葉さん

銅
賞

銀
賞

板橋法人会 会長賞 板橋税務署長賞

板橋法人会 女性部会長賞

令和７年度 税に関する絵はがきコンクール　受賞作品のご紹介
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第13支部

源泉部会

第16支部

　劇団シアタージャパンによる第 16 回新河岸ミュージ
カルが新河岸小学校の体育館で開催されました。
　演目はアンデルセン童話『ナイチンゲール』。真心の
こもった歌声の尊さを描いた心温まる物語に、観客の
皆さんは深い感動を覚え、優しい気持ちに包まれてい
ました。観客の皆さんにとって心に残る素晴らしい日
となったと思います。

　支部研修として「国会議事堂見学」と「東京湾クルーズ・
シンフォニー号にて洋食フルコースディナー」を実施しまし
た。743 ㎡の本会議場や、天皇陛下が見学に来られた際にお
休みする御休所等、歴史ある場所を見学。その後、日の出桟
橋から出航し、レインボーブリッジやお台場、東京ゲートブ
リッジ、羽田空港など、東京湾の見どころをぐるりと一周す
る２時間 30分のクルージングへ、目の前を流れるダイナミッ
クな夜景と、頬をなでる潮風。贅沢なディナーが非日常感を
さらに盛り上げ参加者も楽しんでおりました。帰路車内では
じゃんけん大会と盛り上り、参加者同士の親睦を深めること
ができました。

船上から煌めく夜景に乾杯
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第１支部トロッコ電車の旅

年末調整の仕方について

　今回の支部研修は碓氷峠にて、かつて大活躍をしていた列
車が並ぶ展示場を見学し、トロッコ電車に乗って、紅葉が少
し見え隠れしてきた頃の景色を楽しみながら、支部会員との
懇親を図りました。交通線ではなく観光の為の運営になって
いますが、途中、廃駅となった駅に立ち寄り、レンガ造りの
歴史ある建物も見ることができました。昼食は峠の釜めしで
有名な荻野屋で名の通り釜めしをいただき、バス車内では「ア
サヒビールの企業再生への道」というテーマでビデオ研修を
行い、歴史と未来への展望を感じさせるバス研修となりまし
た。

　板橋税務署 高橋源泉審理担当上席を講師に「年末調整の仕
方・法定調書の書き方、他」をテーマに講習会が開催されま
した。所得税の基礎控除見直し等があるため、関心の高さが
伺え、35名の方に参加いただきました。
　また、講義終了後には、源泉部会初となる意見交換会を開
催しました。他社の実務担当者と直接話をする機会は少なく、
非常に貴重な機会になったと思います。実際の業務で感じて
いる課題や工夫を共有することで、多くの気づきや学びを得
ることができ、今後の業務に生かしていきたいとの意見もい
ただきました。
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支部・部会報告（令和７年 10 月・11 月）

第15支部社
会
貢
献

10
月
26
日
日

第14支部

第３支部

女性部会

女性部会

　恒例の部会研修を15名参加で実施いたしました。快晴の下、 
一日目は会津若松へ。鶴ヶ城会館では赤べこの絵付け体験で
個性豊かな作品を生み出し、天守閣からの紅葉と城下町の絶
景を堪能しました。芦ノ牧温泉峡では、温泉で日頃の疲れを
癒し、世代を超えた貴重な交流を深めることができました。 
二日目は大内宿を散策し、茅葺屋根の宿場町の風情を満喫。
那須方面での昼食は、炭火焼きを堪能し、道の駅で地元の味
を楽しみました。 仕事から離れた非日常の体験は、仕事への
モチベーション向上に繋がり、同性間の深いコミュニケーショ
ンは、助言や経験値の共有という貴重な学びの機会となりま
した。 

鶴ヶ城・大内宿へ 

カスタマーハラスメント

所得税の扶養控除

あずき味噌作り

　支部研修で横須賀方面に行きました。バス車中ではDVD
視聴により研修。守屋淳先生による「孫氏の兵法ビジネス戦
略講義」に集中しつつ、楽しいひと時を過ごしました。最初
の目的地である世界三大記念艦の三笠は明治 35 年イギリスで
建造された戦艦。日露戦争で大活躍し、大正 15 年に記念艦「三
笠」として保存されました。その後ペリー記念館を訪れ、歴
史の再認識が出来たかと思います。
　昼食は、お楽しみ漁師料理。横須賀の新鮮な海の幸を堪能で
き、参加者のみなさんもご満悦。帰りの車中では恒例となりま
したビンゴゲームで和気あいあいと楽しく帰路につきました。
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　小豆味噌講座では、11時から13 時までの２時間で、
前半に食材が味噌へと仕上がる工程や栄養について詳
しい説明を受け、幅広い知識を学びました。後半は実
技に取り組み、手順や分量の調整、減塩の仕上げ方な
ど実践的な内容も学べました。常在菌のお話も大変興
味深く、参加者の皆さんの楽しそうな様子が印象的で
した。味噌の出来上がりが今からとても楽しみです。

　カスタマーハラスメントの定義、事例、関連法令を
知ることで、ハラスメントの発生防止対策、発生時の
対応マニュアル作成について学びました。特に、企業
が晒されるリスクとして、顧客と被害を受けた従業員
の両方が想定され、企業として迅速な対応、十分な準
備が重要であることを、聴講者に伝えることが出来ま
した。終了後の懇親会では、板橋法人会員を含む３名
の弁護士を囲み、セミナー内容を含む様々な話題や、
板橋区在勤・在住弁護士の団体である、板橋法曹会の
地域貢献活動についての話も聞くことが出来ました。

　徳丸石川集会所にて、28 社 32 名の参加者にて税の
知っ得塾が開催されました。講師は安井教雄税理士に
お願いをしました。
　所得税の扶蓑控除の改正については、配偶者の所得、
子供のアルバイト収入の適用要件、金額などを「令和
７年度税制改革のあらまし」を使いわかりやすく解説
をしていただきました。
　修繕費と資本的支出の違いについては別に冊子を用
意して、固定資産の修繕費、改良費になるか資本支出
になるかを分かりやすく解説をしていただきました。

第14支部物価上昇時代の税金対策

横須賀で歴史を再認識
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　西台トミコシ会館にて、「物価上昇時代の税金対策と
令和７年度税制改正」をテーマに勉強会を開催させて
いただきました。税金対策と税制改正の最新情報の説
明をいただき、理解できたとのお声をたくさんいただ
きました。
　一方では、税の三原則「公平・中立・簡素」から考
え方が懸け離れているので改善して欲しいとのお声も
ありました。
　また、多数の方より質疑をいただくも不明な点が明
確になり、有意義な研修を修了いたしました。

　今年の「富士見まつり」は早朝から雨の為、縮小し
ての開催でした。
　各町会のテントは雨天の中校庭で開催され、フリー
マーケットや演技などのパフォーマンスは富士見地域
センター２階の体育館で行われ、来客を喜ばせていま
した。板橋法人会第４支部ブースは１階で出店し、多
くのお客様に立ち寄って頂きました。今後も社会貢献
活動の一環として活動したいと思います。

　「高島平まつり」は、町会連合会高島平支部、青少年
健全育成高島平地区委員会、高島平地区３児童館が主
催者となり、地域内の小・中学校、官公署、各種団体・
グループなどが参加、地域を挙げての年一度のイベン
トで、今年で 34回目となります。板橋法人会14支部は
前回に引き続き、今回もこのイベントに参加協力し、
幼児児童に人気のある「ファーファー」を担当し、ま
つりの盛り上げと法人会についてのＰＲ活動を実施い
たしました。

富士見まつり

高島平まつりに参加

12      ITABASHI HOUJINKAI



 ITABASHI HOUJINKAI    13    

支部・部会報告（令和７年 10 月・11 月）
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　かごの屋高島平店において税の知っ得塾を開催いた
しました。講師に税理士の鈴木英示先生を迎え｢年末調
整シーズン到来！今更きけない？収入の壁など、税制
改正などについて｣をテーマにご講演いただきました。
所得税がかかり始めるライン｢年収の壁｣の仕組みを図
解を交えながら分かりやすくご説明頂きました。その
後は懇親会で会員間の親睦を深める事ができました。

防災と減災への意識
　板橋法人会第17支部支部研修は参加者23名で、柴又
帝釈天・寅さん記念館と本所防災館に日帰り研修旅行
として行って参りました。
　会員同士、往復のバス内でも会話が弾み、和気あい
あいとした雰囲気で親睦も深まり、消防の防災館では、
起震車を始めとした、いつ起こるかもしれない地震ま
た豪雨等の震災に対して体験と講義も受け大変有意義
な日帰り研修旅行でした。

いきいき寺子屋文化祭
　志村坂下小学校において「いきいき寺子屋文化祭」
を開催しました。例年どおり、第１部は寺子屋ダンス
部のキッズダンス、第２部は津軽三味線の六人衆のグ
ループ “つどい” による生演奏の鑑賞会でした。第 1 部
のダンスでは、この日のために練習を積んだメンバー
が舞台の上を元気いっぱいに踊りパフォーマンスを披
露。第２部の津軽三味線演奏会では、体育館いっぱい
に広がる弦の響きに興味津々。伝統的な民謡から子供
たちに馴染みのある曲までご披露いただきました。

　　　　　　　

支部・部会報告（令和７年 11 月・12 月）

第８支部支
部
研
修

11
月
22
日
土

11
月
22
日
土

11
月
23
日
日

11
月
28
日
金

JAL 工場見学
　今年度の支部研修は、幸運にもJAL羽田整備工場を
見学する機会に恵まれ、総勢 30 名参加のもと整備工場
では目の前に入庫してくるジェット機を目のあたりに
し、安全運航への熱意に感動し、JAL SKY MUSEUM
では パイロット、CAさんのコスプレ体験で楽しいひと
ときを過ごしました。午後は有明・そなエリア「防災
体験学習館」見学を実施し、普段体験することが出来
ない災害時の行動指針を勉強することが出来、有意義
な研修会となりました。

税
の
知
っ
得
塾

12
月
４
日
木

第 17支部

第９支部

女性部会

所得税と扶養控除の改正

心とからだの「ヨーガ」

消防の歴史にふれる

ヨ
ー
ガ
教
室

支
部
研
修

12
月
６
日
土

　成増南振興会館にて、出席者 22 名で税の知っとく塾を
開催致しました。
　題目は、主に所得税の扶養控除の改正と修繕費と資本的
支出の違いで参加者の皆様は講義の後も、質疑応答に積極
的に参加されて、また会員同士も題目について意見交換を
して、大変有意義な税の知っとく塾でした。

　恒例のヨガ教室を開催。講師はヨガ歴 25年、さらに指導者
歴18年というベテランの先生をお迎えしました。
　女性部会で開催するヨガは、激しいポーズや辛い動きなど
は無く、とてもゆったりとした体に優しい動きでおこなわれ
ますので、高齢の方や体力に自信のない方でも気楽に参加し
ていただけます。
　今回のヨガでも、床（ヨガマット）で出来ない方は椅子を使っ
ての参加でしたし、精神がリラックスしてフワッと眠くなる
方もおられたようです。最後は皆さん体がポカポカと温まり
心地よい疲労感に包まれて、先生にも感謝の言葉が送られま
した。

　　　　　　　

第８・10支部税
の
知
っ
得
塾

12
月
３
日
水

事務調査のポイント
　今年度も第８支部・第10 支部合同にて税の知っとく
塾が開催され、29名と多くの会員企業の方々に参加頂
きました。第１部では初めての試みとして、板橋税務
署法人課税調査官の樋田様を講師としてお迎えし、税
務申告における注意点を易しくご説明頂きました。
　第２部では、当板橋法人会監事の横井税理士にご登
壇頂き、国税調査官のご経験を盛込んだ税務調査にま
つわる四方山話を楽しく軽快にお話しいただき大好評
のイベントを実施することが出来ました。

12
月
４
日
木

　今回の支部研修は東京消防庁消防防災資料センター（消防
博物館）を見学させていただきました。
　消防博物館は東京の安全と安心を進める消防がまるごとわ
かる広報・教育施設として平成４年に開館しました。消防関
係の資材、書籍などを含む、12,000 点以上の資料が所蔵され、
江戸の消防に関する錦絵、瓦版、古文書、消火道具や明治時
代から現在に至るまでの消防ポンプ、防火衣、消防活動資器
材などの展示されている実物をみながら解説の方の説明を受
け見学しました。ここではかつて志村消防署で活躍したレト
ロなはしご車も展示されていました。その後、月島にある「日
本料理 草庵」にて参加者同士で懇親を深め、有意義な時間を
過ごすことが出来ました。
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Youth group communicat ion

集まれ、若き経営者！ 定例会に遊びに来ませんか？
板橋法人会青年部会は、板橋区内
に事業所のある青年経営者、後継
者により組織された団体です。
あなたも素晴らしい仲間の集まる
青年部会に入会しませんか？

青年部会通信

全国青年の集い　～山梨大会～ 　　　　　　 11月20 日（木）～ 21（金）

青年部会
ホームページ

いたばし産業見本市において税金カルタを実施しました。初回は参加人数が
少なかったものの、最終的には満員御礼の盛況となり、「もっとやりたい」「ま
た参加したい」という声も多く聞かれ、想像以上の反響を得ることができまし
た。負けた悔しさから涙を流す子どももいましたが、競い合う体験を通じて税
金に興味を持ってもらい、教育性と楽しさを両立できる手応えを強く感じる機
会となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 副部会長　株式会社 KDM 高橋 広樹

「令和７年度 全国青年の集い～山梨大会～」が実施され、租税教育プレゼ
ンテーションに東京代表として板橋法人会青年部会が 19年ぶりに参加。見事
に優秀賞を受賞することができました。今回の参加にあたっては、昨年大会
の東京予選で落選して悔しい思いを味わいましたが、高橋広樹副部会長と木
村裕子租税教育委員長を中心に、足掛け２年に亘りプレゼン内容を練り直し 
“板橋スタイル” と銘打った租税教育活動を確立して再チャレンジ。当日現地
へ応援に駆け付けた森田会長をはじめ、歴代の部会長や多数の部会員が見守
る中、「何としても勝ち獲る」という二人の情熱が実り、19年ぶりの受賞へと
結びつきました。この貴重な経験を活かして租税教育活動に磨きをかけ、次
世代へと繋いでまいります。
　　　　　　　　　  組織・広報グループ　株式会社ロータスルート 江崎 龍太

　池袋「Natural Wine Base KOTOBUKI」にて
忘年会を開催しました。当日は 60 名を超える部会
員が集結し、会場は熱気と笑い声に包まれ、美味し
い料理とお酒を囲みながら、終始大盛り上がりの会
となりました。
　一次会の熱気そのままに突入した二次会のカラオ
ケでは、１部屋に入りきらず２部屋に分かれての開
催となりましたが、歌にダーツに大いに盛り上がり
ました！
　本年も変わらぬご協力をよろしくお願いいたしま
す！　　　　　    　    

  　　　　  社会貢献副委員長　Dool 合同会社 齊藤 広樹

忘 年 会　　　　　　　　　　　  　   12 月 2日（火）

いたばし産業見本市                                                                                          11 月15 日（土）

板橋農業まつり      11 月8 日（土）～ 9日（日）
毎年恒例の板橋農業まつりが開催され、今年も野菜収穫体験、野菜スタン
プによるポストカード作成、税金クイズを実施しました。
　今回は開催場所が一部例年と異なる点や、最終日は生憎の雨模様など懸念
もありましたが、税金クイズは目標の延べ 1,000人にご参加いただき、大好
評のうちに終了いたしました。さまざまな人と触れ合う中で、青年部会の絆
はより一層深まったと感じることができました。
　　　　　　　　　　　　　　　　祭委員長　株式会社 筑紫野　篠田 翔平

2026  NEW  YEAR
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ー税務署だよりー ー都税事務所通信ー

確定申告はスマホで、ご自宅から、ぜひご利用ください税証明書を受け
取れます！
日頃から税務行政に多大なるご理解とご協力を賜り、ありがとうございます。
納税証明書を取得する際は、電子納税証明書（ＰＤＦ）の利用が便利です。請求から受け取り
までスマートフォンからできるようになり、操作も簡単ですよ。また、有効期間内であれば、

確定申告はマイナポータル連携が便利です！ 本年もよろしくお願いいたします。
明けましておめでとうございます。昨年は税務行政に多大なるご理解とご協力を賜り誠にありがとうござい
ました。確定申告書の作成に当たっては、会社が源泉徴収票をオンライン提出されますと、マイナポータル
連携により、確定申告書の該当項目へ給与情報等のデータが自動入力できて大変便利です。是非ご利用くだ
さい！
　　  　　　　　　　　　　　　　　　 板橋税務署　法人課税第1部門　審理担当調査官　今村 優希奈

あけましておめでとうございます。皆さまのご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。東京都ではキャッ
シュレス納税推進の取組を強化しております。昨年は板橋区民まつりや書道パフォーマンス等において区民
の皆さまに PR をさせていただきました。今年も様々な機会を活用してキャッシュレス納税推進の取組を進
めてまいります。ご理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。本年もよろしくお願いいたします。
　　  　　　　　　　　　　　　　　            　　　　　　              板橋都税事務所　所長　蓮沼 正史

ー都税についてのお知らせー

6 月にお送りした納付書により、３月２日（月）までにお納めください。
〈ご利用になれる納付方法〉
※ご利用の前に、主税局ホームページにて各納付方法の注意事項をご確認ください。

２月は固定資産税・都市計画税第４期分の納期です（23区内）

ペイジーマークのついている納付書は、対応する金融機関のインターネットバンキングやモバイル
バンキング、ATMから直接納付することができます。
他にもコンビニエンスストア、金融機関、郵便局、都税事務所等の窓口でも納付いただけます。

都税Web口座振替申込受付サービスにて、２月 10日（火）までにお申込み
いただくと、固定資産税・都市計画税第４期分からの口座振替が可能です。

簡単・便利な口座振替Web申込で、都税の納め忘れなし !!

おうちで今、納付できます !!

〈課税について〉　土地・家屋が所在する区にある都税事務所

〈納税について〉　所管都税事務所の徴収管理班又は都税支所・支庁

納付書の eL-QRを読み
取るだけで納付ができます。 

地方税お支払サイトの eL-QR読取画面から
納付書のeL-QRを読み取り、支払手続をす
ると納付ができます。

インターネットバンキング

納 付 書 見 本
ここを読み取る

都税がスマホ決済アプリで納付できます

※上記の方法を利用できるスマホ決済アプリは地方税共同機構HPをご覧ください。
※１枚あたりの合計金額が 30万円までの納付書では、スマホ決済アプリでバーコー  
   ドを読み取ることでも納付できます。利用できるスマホ決済アプリは東京都主税
局 HPをご覧ください。

※QRコードは ㈱ デンソーウェーブの登録商標です。

おうちで今、納付できます！
スマホ決済アプリで納付書（上記参照）の地方税統一QRコード（eL-QR）を読み取るだけで納付ができます。

注意事項
■領収証書は発行されません。
■納付手続完了後に納付を取り消すことはできません。
■eL-QRのない納付書については、上記の方法で納付できません。
詳細は、東京都主税局HPをご確認ください。

QRコード
（eL-QR）
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支
部 法人名 所在地 電話番号 担当者 業　種 推　薦

1  板橋三木塾 板橋区高島平 1-26- 7-102 090-
6349-8466 三木　　裕 学習塾 本人

2

Yellow Link Japan （株） 板橋区幸町 60- 6 080-
6755-0019 黄　　永隆 人材紹介・登録支援機関 本人

　　　即戦力になるミャンマー・インドネシア技能実習生・特定技能人材を紹介してます。分野としましては、介護をはじ
　　 め外食業・建設・製造業特定技能 16 分野に対応しております。

3

 いいよし鍼灸接骨院 板橋区大山町 6- 6 4285-7452 飯吉　真也
接骨院、鍼灸、
整体・マッサージ

第 3 支部 
田中 美幸

　　 大山駅から徒歩 3 分。ハッピーロードすぐ近く。鍼灸師・按摩マッサージ師の夫婦で営んでおります。お子様連れの　
　　ご来院多数。　

8

小渕吉治税理士事務所 北区昭和町 2-13-10 6807-8854 小渕　吉治 税理士業 本人

　　仕事で板橋区に行くことが多く、板橋区の法人様と交流を深めたいため入会しました。税務・資金繰り・経営など、　　
　　お気軽にご相談ください。

12

 （有） 川島紙器工芸 板橋区坂下 3-36 -14 3965-1206 川島　克之 印刷業（ウエアプリント） 第 12 支部 
山本　勝

　　オリジナル T シャツ、パーカー、トートバック、マグカップなどノベルティグッズ制作、レーザー加工は当社にお任
　　せください！

12 （株） 工夫屋 板橋区坂下 3-10-G601 090-
1008-9991 河田　朱実 内装仕上業  新設法人説明会

会員の方は、左の法人会員の証紙を切り取って、法人確定申告書別表１の「欄外
左下余白」に貼付してください。e-Taxご利用の場合は「法人事業概況説明書
の16の加入組合等の状況」欄に（公社）板橋法人会と入力してください。
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シェイクアウト訓練は地震
の揺れを感じた直後の初動
対応を身に付けるための訓
練です。
訓練開始の合図を確認した
ら、その場で姿勢を低くし、
頭部を守り、揺れが収まる
まで待つ、という安全行動
を取りましょう。

令和 8年3月8日（日）～3月15日（日）は、
いたばしシェイクアウト週間です
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法人会新規加入者ご紹介




